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奥州市水沢区景気動向調査報告書 

― 平成 20 年 4月調査結果 ― 

実 績：平成 20 年 1 月～ 3月期 

見通し：平成 20 年 4 月～ 6月期 

 

 

■調査期間：平成 20年 4月 4日～4月 11 日 

 

■調査目的：水沢商工会議所管内の企業の景気動向を四半期ごとに把握し、地域産業 

      の振興並びに経営指導の参考に資することを目的として実施する。 

 

■調査機関：水沢商工会議所 

 

■調査方法：水沢商工会議所会員事業所の中から、業態・規模を勘案して抽出した 

      218 事業所に対するファクシミリによるアンケート調査。 

 

■回収状況：調査対象先 218 事業所のうち、151 企業からの回答を得た。 

      回収率は 69.3％（前回 74.1％）である。 

〈業種別回答状況〉 

業  種 調査依頼企業数 回答企業数 回収率 

建 設 業 28 23 82.1 

製 造 業 28 15 53.6 

交通運輸業 27 20 74.1 

卸 売 業 27 21 77.8 

小 売 業 28 23 82.1 

環境衛生飲食業 26 10 38.5 

金融保険不動産業 27 19 70.4 

その他サービス業 27 20 74.1 

 

■判断方法：業況・売上高・営業利益・資金繰り・在庫高については、日本商工会議所 

      [ＬＯＢＯ調査]の算出方法を基準に、ＤＩ値を用いて判断する。 

      その他の調査項目については、実数値による判断を行う。 

 

 「ＤＩ」（diffusion index＝ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ ｲﾝﾃﾞｯｸｽ） 

景気動向指数を集め景気全体の動きを表す工夫をした指数であり、特に言及のない

限り、前年同期に比べ「増加・好転」したとする企業の割合から「減少・悪化」した

とする企業の割合を差し引いた数値である。 

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 
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要   約 

 

― 景気改善傾向もその幅は小さく、本格的な回復には未だ至らず ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期のキーワード 『原油価格・原材料高騰』 

 

 

（１）業況判断ＤＩ 

  前回比で見ると、全体では▲52.5（前回▲57.7）とマイナス幅が若干ではあるが減少した。

産業別に見ると、「製造業」「交通運輸業」「小売業」「金融保険業」で数値が改善された。しか

し、「建設業」「卸売業」「環境衛生飲食業」で数値が悪化した。「その他サービス業」は前回と

同じで数値の変化は無かった。 

向こう 3ヶ月（4月～6月）の先行き見通しは、全体で▲67.9と前回の先行き見通し▲79.5

に比べ改善、「サービス業」を除く全業種が改善又は前回同様の数値となっている。 

 
 

今期（平成 20年 1月～3月期）の管内商工業の景況をみると、業況 ID、売上高 DI、

営業利益 DI、資金繰り DIの数値で改善がみられたがその幅は小さく、景気回復の基調

には未だ至らず、依然として地域経済に停滞感を感じられる結果となった。原油価格が

依然高騰を続け、更に世界的な原材料の高騰により、全業種に至って仕入れ値が上昇し

ている。その分売値に価格転嫁が出来ないまま利益が減少しているという回答結果が多

かった。 

産業別に業況判断 DIを見ると「製造業」「交通運輸業」「小売業」「金融保険業」で数

値に改善傾向がみられるが、「建設業」「卸売業」「環境衛生・飲食業」「その他サービス

業」では依然厳しい状態が続いている。 

【業況DIの推移】

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

H18．10～12 H19．1～3 H19．4～6 H19．7～9 H19.10～12 H20.1～3
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（２）売上高ＤＩ 

前回比で見ると、全体では▲38.1（前回▲52.3）とマイナス幅の減少が見られた。産業別に

見ると、「製造業」「交通運輸業」「小売業」「金融保険業」で数値が改善、反対に「建設業」「卸

売業」「環境衛生飲食業」で数値が悪化した。「その他サービス業」は数値の変化は無かった。 

向こう 3ヶ月（4月～6月）の先行き見通しについては、全体では▲60.0 と前回の数値▲74.7 

から若干ではあるが改善している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）営業利益ＤＩ 

前回比で見ると、全体では▲66.7（前回▲52.3）とマイナス幅の減少が見られた。産業別に

見ると、「製造業」「交通運輸業」「小売業」「金融保険業」で数値が改善、反対に「建設業」「卸

売業」「その他サービス業」で数値が悪化した。「環境衛生・飲食業」は前回と同じ数値。 

向こう 3ヶ月（4月～6月）の先行き見通しについては、全体では▲75.6 と前回の数値▲78.7 

から若干ではあるが改善している。 

 
 

【売上DIの推移】

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

H18．10～12 H19．1～3 H19．4～6 H19．7～9 H19.10～12 H20.1～3

【営業利益DIの推移】

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

H18．10～12 H19．1～3 H19．4～6 H19．7～9 H19.10～12 H20.1～3
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（４）資金繰りＤＩ 

前回比で見ると、全体では▲70.2（前回▲80.5）とマイナス幅が減少した。産業別に見ると、

「製造業」「交通運輸業」「小売業」「環境衛生・飲食業」で数値が改善、特に「金融保険業」は

前回▲100 から一転＋100 となっている。「卸売業」「その他サービス業」は数値が悪化した。 

向こう 3ヶ月（4月～6月）の先行き見通しについては、全体では▲77.8 と前回の数値▲81.0 

から改善している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（５）借入金ＤＩ 
前回比で見ると、全体では▲26.7（前回▲18.6）とマイナス幅が増となり借入額が改善され

ている。産業別に見ると、「製造業」「卸売」「小売業」「環境衛生・飲食業」「その他サービス業」

で数値が改善している。反対に「交通運輸業」「建設業」で悪化した。 

向こう 3ヶ月（4月～6月）の先行き見通し(環境)は、全体で▲8.6と前回の数値▲11.1 から

改善している。 

 
 
 

【資金繰りDIの推移】

▲ 85.0

▲ 75.0

▲ 65.0

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

H18．10～12 H19．1～3 H19．4～6 H19．7～9 H19.10～12 H20.1～3

【借入状況DIの推移】

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

H18．10～12 H19．1～3 H19．4～6 H19．7～9 H19.10～12 H20.1～3
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（６）雇用状況 

従業員の数については、ほぼ適正であると判断している企業が 74.8%、多いと感じている企

業が 10.2%、少ないとしている企業が 15.0%となっている。また採用計画については、年度末を

反映して、新規・中途雇用を予定している企業が併せて 18.1%あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）自由意見 

〈建設業〉 

・受注に合わせ、変則の勤務日を採用し、人件費を抑える。先行きが不透明につき仕方が無い。 

・昨年末よりコンサルタントを入れ、業務指導を受けている。①無駄なものを全て削減(人と物)

②会社の今期の経営方針を作り、社員、取引先に公開する予定。 

・２月まで本当に厳しかったが、今後先が明るく受注も順調である。 

・今後の仕事の見通しが立たない。 

・わが社は３ヶ月ごとの景気動向ではなく、年間平均完工高の受注が出来れば会社を維持出来

ると考えています。ただし、工事の受注競争が激化しており、利益が見込めない状態が続い

ています。 

・合併特例債の効力・効果が不明。 

 

〈製造業〉 

・原材料及び補助材料の高騰に歯止めがかからず、この先どこまで上がるのかが不安。又製品

値上げが追いつかない。 

 

〈交通・運輸業〉 

・地元同業他社との競合も激化しているが、インターネット等による取引の需要が多くなり苦

戦中。地元企業の会社の慰安旅行や団体旅行も、実施するところが少なく、見通しが立てら

れない。 

・経費を抑えてわずかながら利益上昇。総体的に見れば前年比と変わりなし。 

採用計画について

新卒雇用

8.1% 中途雇用

10.0%

予定なし

61.9%

未定

20.0%
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・仕事量の減少による価格競争の激化、そして原油高による塗料資材の値上げを価格に反映出

来ない状況にあり、ますます厳しい時代に突入した感があります。 

 

〈卸売業〉 

・本来受給のバランスによる相場の形成が、外的な別要因による価格形成が現実に起きている。

エネルギー問題、世界的な異常気象、新興国の台頭、人口問題など、あらゆる面から生ずる

影響がここにきて押し寄せてきている。先行きが非常に見えづらい状況と見ている。 

・競争原理の働き難い商品開発に努めています。定年延長を実施し熟練労働者の流出防止に努

めております。年金受給までの期間をひとつの目途にしております。 

・商社プラスクリーン環境事業が本格化、２年目スタート 

・３月上旬には気温の上昇と共に廃品等の片付けが始まり、入荷も大変好調、価格も過去に類

を見ないほど上昇して高値の収入のためかすこぶる順調。 

 

〈小売業〉 

・お客様の財布の紐が固く必要以外の物は買わない。石油等の値上げにより全ての仕入れ価格

が上昇し売価に反映出来ない。 

・地域流通業は中央大手資本の圧倒的攻勢により、どの業界でも苦境に立たされている状況で

あり、地域経済にとっても今後大きな問題である。 

・4月医療費の改正がスタートし、先行きが不透明。 

 

〈環境衛生・飲食業〉 

・無駄な在庫はしない。仕入れ材料の見直し。光熱費の削減（冷蔵庫一台停止して節約） 

・仕入れ値が上がりましたが、売値を上げることもできず今後が不安。 

 

〈金融・保険業〉 

・最近また景気が悪くなった。 

・私自身さらに早く出社し、陣頭指揮をとるように心がけています。 

 

〈その他サービス業〉 

・全てガソリンの値上げによる支出増が原因。 

・後期高齢者保険により、75才以上の高齢者の一割負担による治療回数の減少が危惧される。 
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＊産業別業況調査結果 

 

【全 産 業】 

 当期（平成 20 年 1～3 月期：以下同）の水沢商工会議所管内の全産業を通じての業況は前回に

比べ「改善」傾向にある。産業別業況では、「製造業」「交通運輸業」「小売業」「金融保険業」で

数値が改善している。しかし、「建設業」「卸売業」で数値が悪化した。 

 来期（平成 20 年 4～6 月期：以下同）の見通しについても、管内全体は「改善」の見通しが示

されている。産業別においても「その他のサービス業」で悪化と示した他は、殆どの産業で「改

善」又は「前年同」という見通しが示されている。 

 

【１．建設業】 

 当期の業況ＤＩは▲66.7 と前回水準（▲53.9）よりマイナス幅が拡大した。売上高ＤＩ、営業

利益ＤＩ、借入状況ＤＩ共に数値が悪化し、業界全体の景況悪化が見られる。しかし在庫高ＤＩ

は前回よりも改善されている。資金繰りＤＩは前回同様の数値となった。 

来期の見通しについては、業況ＤＩが▲83.3（前回▲100.0）と前回よりも改善されている。売

上高ＤＩ、資金繰りＤＩについても数値改善の見通しを示しており、在庫高ＤＩは前回同様の数

値、営業利益ＤＩと借入環境ＤＩは前回より悪化の見通しがなされている。 

 

【２．製造業】 

 当期の業況ＤＩは▲57.8 と前回水準（▲68.9）より改善されている。売上高ＤＩ、営業利益Ｄ

Ｉ、資金繰りＤＩ、借入状況ＤＩの項目についても改善が見られた。しかし在庫高ＤＩで数値が

悪化した。 

来期の見通しについては、業況ＤＩ▲78.0（前回▲91.0）を始め、殆どの項目で改善の見通し

が示されている。売上高ＤＩ、営業利益ＤＩ、資金繰りＤＩ、借入環境ＤＩは改善の見通し、在

庫高ＤＩでは前回より悪化の見通しがなされている。 

 

【３．交通運輸業】 

当期の業況ＤＩは▲71.4 と前回水準（▲100.0）よりマイナス幅が改善した。売上高ＤＩ、営

業利益ＤＩ、資金繰りＤＩで数値が改善、在庫高ＤＩ、借入状況ＤＩで数値が悪化した。 

来期の見通しについては、業況ＤＩ▲100.0（前回▲100.0）で前回同様の数値が示された。売

上高ＤＩ、営業利益ＤＩ、資金繰りＤＩ、借入環境ＤＩについても前回同様の数値、在庫高ＤＩ

は悪化の見通しが示されている。 

 

【４．卸売業】 

当期の業況ＤＩは▲50.0 と前回水準（▲40.0）よりマイナス幅が拡大した。売上高ＤＩ、営業

利益ＤＩ、資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩについて数値の悪化が示されている。借入状況ＤＩは若干

の改善が見られる。 




